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　 シラバスを作成するのは，授業が始まる 1 ，2 か月前です。
そのときには15週の授業計画が出来ているのですが，単元
をただ並べただけ（順序性）のものではないでしょうか。
できれば，初回授業時に15回の授業ならば数ページの授業
計画を学生に渡しましょう。
1 ． 各回のつながりが理解できるように，学習者目線でてい
ねいに書く
2 ． 学習計画が立てられるように授業内容を詳しく書く
3 ． 事前知識，予習，復習など教室外の学習方法，内容を一
人でできるように書く
4 ． 各回で得られるものと求められる達成度を書く
この授業計画は方略とも呼ばれ，図 2 のARCS動機づけモデ
ルを意識して書かれていれば，目の輝いた学生に出会えるか
もしれません。
　タイトルを見て，いまさらシラバスの書き方を講釈された
くはないと思った方も多いでしょうが，この研修から 2 つの
点だけをお伝えしたいと思います。
１ ．到達度目標を見直してみよう。
　（ア） シラバスには学生がこの授業単位習得で身に付ける
ことのできる知識，能力等を具体的に記述していま
す。しかし，学科，コースの教育目標，大学のディ
プロマ・ポリシーとの関連性を意識した設定になっ
ているかを再確認してみてください。さらに，カリ
キュラムマップに照らし合わせて，位置づけも見て
みましょう。また，受講生の知識，能力や教室等の
教育環境も考慮しているでしょうか。
　（イ） 具体的な記述には語尾が重要です。受講生にとって，
何が得られるのかがわかるようにします。専門的な
言い方をすると，Bloom’sのタクソノミーに従った記
述をします（図 1 ）。つまり，認知領域に使うことに
記入上の注意
　教員の説明責任と学生の授業準備の観点からもできる
だけ詳しく記述する。この科目の単位習得で学生が身に
つけるべき知識と能力を達成目標とし，社会が求める水
準に沿った問題の作成が可能となる。このことは，学生
にとっては試験の具体的な指標ともなる。抽象的な記述
ではなく，各科目に対応した具体的な記述が必要である。
また，項目別（箇条書き）に分け，具体的な記述を達成
目標ごとに記入する。
認知領域に適した動詞
列記する，列挙する，説明する，分類する，一般化する，
比較する，対比する，類別する，関係づける，解釈する，
予測する，選択する，同定する，弁別する，推論する，
予測する，使用する，公式化する，批判する，評価する，
応用する，述べる，適用する，演繹する，結論する
図 １　Bloom’sのタクソノミー認知過程領域の分類
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図 2　ARCS動機づけモデル
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　第28号FDだよりをお届けします。平成28年度FD特別委員会では，アクティブ・ラーニング（AL）をメインテーマ
としてワークショップ，講演会を実施致しました。本年度は，特にALの「導入方法」について具体的に議論する機会
が多く設けられ，計 2 回実施された講演会においても様々なヒントを頂けたと思います。平成29年度も同様の企画を実
施予定です。引き続き，教員の皆様のご参加とご協力をお願い致します。
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